
 

 

 

 

 

 

 

 

 

永続的な工場経営を目指す「 」の策定 工場近代化計画

－ 設備の劣化進行は待ってくれない！ リスクとコストのバランスそしてスピード － 

 

 

 

 

JIPM は、高経年設備を抱える企業の今日的ＴＰＭとして 

「攻めの保全経営」体制づくりを支援しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会 
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永続的な工場経営を目指す「工場近代化計画」の策定 

－ 設備の劣化進行は待ってくれない！ リスクとコストのバランスそしてスピード －  

 
 設備の劣化が急速に進行する設備の高経年化時代において、今までの保全の継続では設備の維持すらできに

くい状況が生まれます。超安定を誇った企業でも、小さな故障を引き金に大災害に発展するリスクを抱えてい

ます。まず、各種のリスクを抱えたこの時代の「典型的な課題」を整理してみましょう。 

 

■この時代の典型的な課題■ 

 

（1）未点検部品・部位のトラブルが大災害の引き金に  

予防保全（PM）対象設備では法規制などにより点検は確実に行われており、そのリスクは少

ない・・このように考える専門家が多いのではないでしょうか？ しかし、最近起こっているト

ラブルは、点検困難な電装部品などの隠れた未点検部品・部位の故障発生が原因で、設備トラブ

ルとなり、大災害となっています。  

（2）事後保全（BM）対象設備のトラブルが増加  

重要度設定の結果、事後保全とした設備の故障が一斉に顕在化する時期を迎え、作業量や保全

費が増大します。この結果、保全員は多忙となり、保全品質が低下し、リスク感度が低下する傾

向にあります。  

（3）制御システムの不備が事故を誘発  

オペレーションミスを誘発する制御システム不備の設備やシーケンスソフトなどが、フールプ

ルーフやフェールセーフなどのプロセス安全思想で改善されぬまま見逃され、潜在化し、設備故

障などの外部要因により顕在化し、大災害化するリスクが存在します。  

－老朽化設備が工場存続を問われるレベルに－  

設備の高経年化の認識を持ちながらも、費用が膨大なため設備更新にできないと諦めつつも、

また、どう対処すべきか検討も進んでいない状況を多く抱えています。また、事業継続の有無や

海外移転が検討されている場合もあり、今どうしたらいいか早急に決断できない場合が多くあり

ます。しかし、このまま放っておいてはさらに設備劣化と技術の後退が進んでしまいます。  

 

■今こそ、具体的な「攻めの保全経営」を！■ 

 

 これらの課題は短時間では一挙に解決できない問題です。  

しかし、「劣化のスピードは待ってくれません！！」 早急に現状の設備管理を整理し、方向感

覚を持った「攻めの保全経営」のあるべき姿を描くべき時代に突入しました。  

 その解決のひとつの方向として「工場近代化計画」の策定を提案いたします。その骨子は以下

のとおりです。  

 

（1）経営と現場、製造と保全が一体になった「保全経営」を目指し、「経営主導の計画保全」の

体制づくりを行う。  

① リスクとコストのバランスを目指す保全マネジメント体制＊の構築  

② 日常的に技術が向上する計画保全の PDCA サイクルの仕組みづくり  
＊（註）「保全」（または計画保全）は、設計から運転そして検査・整備までの設備ライフサイクルの各段階における

安全・安定・安心な設備状態を保つことです（各段階とは、操業課、設備課などの“人”ではありません）。すな

わち補修・修理のみを指すことではなく、また専門保全だけが行うことでもありません。さらに、経営的に最適で

あるために「マネジメント」が必要です。  
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（2）「劣化総合評価」に基づく部分更新や補修によりプラントの再生を図りつつ、オペレーショ

ンミスを防止する「プロセス総点検」や、能力増強など生産効率化を加味した「工場近代化計画」

を総合的に策定する。  

① 現状維持か能力増強

か？ 革新的な生産効率化

の具体的課題を設定し「工

場のあるべき姿」を“創造”

する  

② プロセス安全思想に

基づく「プロセス総点検」。

危険を予知し、小さな兆候

を見逃さない風土づくりが

目的。  

③ 「劣化総合評価」に

基づき、部分更新や補修に

よるプラントの再生する  

 

「工場近代化計画」は、目

的意識を持って現状の仕

組みを再整理することで

はじめて策定できます。  

「攻撃は最大の防御」です。

「攻めの保全経営」は「工

場近代化計画」で実現可能

となります。  

 

■JIPM は貴社の「工場近代化計画」を支援します！■ 

 

（1）客観的に「保全の水準」を評価するこ

とからスタートしましょう！  

 JIPM 専門診断員による『MOSMS 診断』

は、客観的な視点で保全水準を評価するツー

ルとして実績を積み、すでに高い評価を得て

います。  

 評価結果から、「攻めの保全経営」に向けて

何をどこから無理なく手をつけていけばいい

かを示します。「その現場の文化」を生かしな

がら、且つ「標準的なやり方の徹底」を志向

します。  

 

（2）貴社における「工場近代化」の計画づくりと実施を支援します！  

 急激な環境変化にもふらつかない強力なビジョンづくりと、具体的な計画――今後の貴社の将

来を決定づける計画づくりとなります。  

「保全経営」の専門家が豊富な経験をもとに支援いたします。  
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■すでに取組みを開始した企業経営からのメッセージ  

 

 月刊プラントエンジニア 2013 年 3 月号で、株式会社カネカ 岩澤常務様より熱いメッセージ

をいただきました。  

 
 

 

 

 

 

 

○●電子メールでのお問い合わせ●○ 

アドレス：rd@jipm.or.jp 件名：「MOSMS 問い合わせ」または「設備近代化問い合わせ」として

ください 

【お問い合わせ／ご連絡】 

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会 調査研究・開発部 若槻・樽見  
〒105-0011 東京都港区芝公園 3－1－22 日本能率協会ビル 6 階  
Tel:03－5733－6900  Fax:03－5733－6910  e-mail：rd@jipm.or.jp 
JIPM url：http://www.jipm.or.jp/  
MOSMS 専用 Web サイト：http://www.mosms.jp/ 

計画保全力診断データネットワーク：http://計画保全 .jp/ 
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